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『
株
式
合
枇
後
生
史
論
』

増

郎

田

四

株
式
合
祉
の
費
生
史
が
「
資
本
集
中
形
態
展
開
史
」
の
極
め
て

重
要
な
一
齢
で
あ
る
と
と
に
想
到

b
、
爾
来
銃
利
た
理
論
的
把
握

と
詳
細
な
歴
史
的
解
明
に
よ
っ
て
、
幾
多
精
彩
あ
る
労
作
を
費
表

せ
ら
れ
て
来
た
著
者
は
、
い
ま
そ
れ
ら
諸
論
文
を
統
合
し
韓
系
づ
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け
て
、
治
翰
六
百
頁
に
近
き
本
書
左
上
梓
せ
ら
れ
た
。
吾
々
は
何

よ
り
も
先
づ
、
問
題
に
封
ず
る
著
者
の
飽
く
ま
で
も
員
撃
た
皐
究

的
態
度
に
、
限
り
友
き
隼
敬
を
梯
ふ
べ
き
で
あ
る
と
同
時
に
、
我

が
皐
界
が
か
う
し
た
す
ぐ
れ
た
研
鎖
成
果
を
共
同
財
と
し
て
持
ち

得
た
と
と
に
、
衷
心
よ
り
よ
る
と
ぴ
を
感
や
る
も
の
で
る
る
。

さ
て
最
初
に
著
者
は
そ
の
序
に
於
て
、
本
虫
田
谷
一
躍
を
ワ
ら
ぬ
く

方
法
的
立
場
を
明
快
に
時
越
す
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
従
来
企
業

形
態
史
の
通
訟
は
、
現
存
す
る
舎
枇
諸
形
態
|
|
合
名
・
合
資
・

株
式
等
l
l
i
D
費
生
起
源
在
、
各
々
相
互
に
無
関
係
な
、
内
的
必

然
性
を
伴
は
ざ
る
別
個
の
形
態
に
求
め
て
ゐ
る
が
、
そ
れ
は
事
情

121~ 

の
員
相
を
惇
へ
る
も
の
で
は
な
い
。
凡
そ
合
祉
企
業
ゑ
る
も
の
は

資
本
の
集
中
形
態
な
の
で
る
る
か
ら
、
そ
の
諸
形
態
も
亦
夫
々
資

本
集
中
む
段
階
を
表
出
す
る
も
り
と
し
て
、
相
互
的
関
聯
に
於
て

統
一
!
的
に
把
握
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
と
か
ら
舎
祉
形
態

が
事
態
に
鹿
じ
て
順
次
段
階
的
に
韓
北
す
る
禁
展
の
必
然
牲
と
、

そ
れ
ら
全
躍
を
規
定
す
る
母
胎
で
あ
っ
た
所
謂
前
期
的
資
本
の
法

則
性
と
が
解
明
せ
ら
れ
ね
ば
ゑ
ら
ぬ
と
と
L

な
る
。
そ
し
て
形
態

轄
化
の
必
然
性
を
解
く
鍵
と
し
て
、
舎
祉
企
業
、
換
言
せ
ば
弘
く

書

許

吐
舎
北
さ
れ
た
個
別
資
本
に
内
在
す
る
「
結
合
と
支
配
」

D
理
論

が
う
ち
立
て
ら
れ
る
。
さ
れ
ば
本
書
を
流
れ
る
理
論
的
主
潮
は
、

株
式
舎
一
世
の
費
生
に
焦
黙
を
合
せ
た
「
結
令
と
支
配
」
及
び
「
前

掛
的
卦
や
」
な
る
雨
理
論
の
、
・
統
一
的
把
握
で
あ
る
と
い
ふ
と
と

が
出
来
る
。
即
ち
前
編
「
株
式
舎
枇
費
生
史
論
む
基
本
問
題
」
は

叙
上
の
理
論
的
要
求
よ
り
出
費
し
、
従
来
む
諸
血
中
設
を
検
討
し
つ

夕
、
し
か
も
労
苦
推
測
に
飴
り
あ
る
史
的
探
索
の
過
程
を
経
て
、

著
者
が
到
達
せ
ら
れ
た
理
論
的
障
結
と
い
ふ
べ
く
、
後
編
「
株
式

合
枇
形
態
む
費
生
と
展
開
」
は
、
と
の
理
論
を
如
買
に
貫
詮
す
る

綿
密
な
史
買
の
分
析
で
る
り
、
前
編
栴
論
二
章
と
共
に
、
株
式
舎

枇
費
生
史
そ
の
も
の
L

統
一
あ
る
歴
史
的
鎖
越
を
構
成
し
て
ゐ

る
。
明
徹
た
論
理
と
鋭
利
な
分
析
、
前
後
間
編
相
候

ο
て
所
謂
理

論
と
厩
史
の
い
み
じ
き
統
合
が
企
て
ら
れ
て
ゐ
る
と
と
は
い
ふ
ま

で
も
ゑ
い
。

前
編
第
一
章
「
問
題
の
基
本
的
考
察
」
は
、
先
づ
「
株
式
含
祉

と
は
何
ぞ
や
」
の
間
引
い
乞
以
て
初
め
ら
れ
、
合
祉
企
業
の
三
基
本

:W3 



橋

論

叢

第
二
巻

拍
車
二
鋭

122 

形
態
た
る
合
名
曾
世
・
合
資
舎
吐
・
株
式
曾
枇
等
相
互
の
闘
聯
と

差
別
が
解
明
せ
ら
れ
る
。
印
ち
と
れ
ら
三
者
の
問
に
は
焚
展
的
閥

聯
が
認
め
ら
れ
、
株
式
曾
祉
は
資
本
集
中
の
最
高
形
態
と
し
て
登

場
す
る
が
、
向
ほ
そ
の
外
に
形
態
的
・
質
的
差
遣
の
存
す
る
と
と

も
忘
れ
て
は
な
ら
ぬ
。
そ
れ
ら
の
中
、
特
に
他
D
二
形
態
と
封
比

す
る
意
味
に
於
℃
、
株
式
合
吐
建
生
の
決
定
的
指
擦
を
な
す
も
の

は
、
ま
さ
に
「
全
世
員
の
有
限
責
任
制
の
確
立
」
と
い
ふ
事
買
で

あ
っ
た
。
そ
れ
故
、
株
式
合
祉
費
生
史
へ
の
追
求
は
、
た
え
や
と

の
指
標
に
向
っ
て
進
め
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
他
方
ま
た
、
か
L

る

諸
形
態
の
誕
生
を
費
し
た
素
地
と
も
い
ふ
べ
き
前
胡
的
資
本
一
一
般

の
特
質
が
一
不
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
分
散
的
地
方
市
場
圏
の
永

続
的
媒
介
に
印
後
り
ゆ
く
商
業
資
本
、
大
封
建
的
債
務
に
鷹
ぜ
ん
と

す
る
高
利
貸
資
本
、
か
う
し
た
前
期
的
資
本
の
集
中
法
則
と
経
営

規
模
に
闘
す
る
す
ぐ
れ
て
理
論
的
な
叙
述
は
、
五
口
々
を
し
て
前
記

の
指
標
を
獲
得
し
た
株
式
曾
枇
の
其
後
の
護
展
性
を
想
は
し
む
る

に
充
分
で
あ
る
。

第
二
章
「
株
式
舎
一
位
費
生
史
論
の
諸
型
」
は
、
提
出
さ
れ
た
問

題
に
封
し
、
理
論
的
解
決
の
鍵
を
求
め
ん
た
め
に
と
ら
れ
た
先
皐

の
業
頼
に
闘
す
る
問
題
史
的
展
望
で
あ
り
、
そ
@
中
か
ら
析
出
し

た
重
要
な
「
理
論
の
型
」
に
封
ず
る
著
者
自
ら
の
批
判
で
あ
る
。

従
っ
て
吾
々
は
そ
こ
に
著
者
が
立
つ
問
題
史
上
の
地
位
を
窺
ひ
得

る
と
同
時
に
、
そ
の
性
質
上
、
恐
ら
く
は
前
編
を
通
巴
て
最
も
興

味
あ
る
論
述
に
接
し
得
る
で
る
ら
う
。
先
づ
株
式
舎
祉
費
生
の
母

胎
を
、
(
ご
合
資
舎
世
に
求
め
た
プ
レ
ム
リ
1
、
フ
ィ
ッ
ク
、
突

い
で
、
(
二
)
伊
太
利
に
於
げ
る
徴
税
請
負
舎
祉
、
特
に
か
L

る
も

の
と
し
て
の
同
債
所
有
者
の
結
合
樫
た
る
コ
ン
ペ
ラ
乃
至
は
モ
ン

ス
を
母
胎
と
見
る
ル
ノ

l
、
ゴ
ー
ル
ト
シ
ュ
ミ
ッ
ト
、
リ
ン
ク
、

レ
1
1
等、

2
3
折
衷
的
な
多
元
的
起
源
論
を
詰
く
シ
ェ
モ
ラ

I
、
(
四
)
酔
砂
如
伊
佐
合
設
左
主
張
す
る
レ
I
マ
ン
、
ヱ

l
レ
ン

ペ
ル
ク
、
プ
オ
ー
ダ
ル
、
(
五
)
レ

1
マ
ン
に
よ
っ
て
「
株
式
合
祉

の
起
源
」
と
銘
う
た
れ
た
和
蘭
東
印
度
合
一
世
成
立
の
徹
底
的
研
究

よ
り
費
し
、
そ
の
設
立
、
即
ち
A
n
併
の
基
礎
と
な
っ
た
諸
先
駆
舎

一
肢
の
企
業
形
態
を
「
コ
ン
メ
ン
ダ
白
蓮
繋
瞳
」
と
唱
な
し
た
ハ
イ
デ

ン
、
同
巳
〈
そ
れ
を
「
A
口
名
舎
一
位
の
周
閣
に
コ
ン
メ
ン
グ
の
蛸
集

せ
る
も
の
」
と
規
定
し
た
ブ
ラ
1
ケ
ル
、
更
に
(
六
)
以
上
白
問
題

史
と
は
加
に
、
英
吉
利
の
初
期
ジ
ョ
イ
ン
ト
ス
下
ツ
ク
・
ヵ
ム
。
ハ
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一
ー
に
闘
す
る
詳
密
な
研
究
乞
遂
げ
、
そ
の
生
誕
を
古
座
的
合
枇

制
度
た
る
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
が
制
規
組
合
の
カ
ム
パ
一

7
・・的

外
枠
に
蕗
合
し
て
そ
の
法
人
性
を
獲
得
せ
る
も
の
と
な
し
た
ス
コ

ッ
ト
等
々
の
所
論
が
順
共
に
極
め
て
印
象
的
に
奉
げ
ら
れ
、
か
与

る
問
題
史
的
概
観
の
蹄
結
と
し
て
、
そ
の
理
論
的
見
通
し
を
確
立

す
る
た
め
に
は
、
特
に
ハ
イ
デ
ン
、
ブ
ラ
l
ケ
ル
、
ス
ゴ
ァ
ト
三

者
白
所
識
を
何
ら
か
の
手
が
か
り
と
し
て
問
題
を
展
開
せ
し
め
な

く
℃
は
な
ら
ぬ
所
以
を
設
く
。
そ
し
て
か
L

る
綜
合
的
理
解
左
企

℃
、
し
か
も
「
株
式
曾
枇
費
生
史
論
」

の
興
味
あ
る
封
照
的
盟
系

123 

を
構
成
し
た
先
皐
こ
そ
、
か
の
ゾ
ム
バ
ル
ト
と
ジ
ル
バ

1
シ
ュ
ミ

y

ト
で
あ
ク
た
。
と
与
に
著
者
の
所
謂
「
ゾ
ム
パ
ル
ト
型
理
論
」

及
び
「
ジ
ル
バ

1
シ
ュ
ミ
y

ト
型
理
論
」
の
鋭
、
述
と
検
討
が
は
じ

ま
る
。
「
中
世
の
遺
産
」
と
呼
ぶ
園
間
諸
形
態
を
と
り
あ
げ
、
そ

の
枇
曾
経
済
的
意
義
を
つ
ぶ
さ
に
分
析
し
た
ゾ
ム
パ
ル
ト
の
結
論

は
、
(
一
)
嘗
座
的
共
同
企
業
は
資
本
主
義
的
企
業
D
特
質
を
獲
得

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
合
名
舎
枇
と
な
り
、
(
二
)
コ
ン
メ
ン
ダ
は
制

規
組
合
と
相
交
錯
し
て
、
株
式
合
一
世
に
護
展
し
た
と
い
ふ
に
あ
っ

た
。
郎
ち
合
名
舎
枇
と
株
式
舎
祉
と
は
、
そ
の
生
成
の
端
初
よ
り

書

許

成
果
に
至
る
ま
で
、
会
く
別
個
め
並
列
的
過
程
を
た
ど
っ
た
と
見

た
わ
け
で
あ
る
。
著
者
は
と
れ
に
封
し
、
理
論
的
に
叉
貫
讃
的
に

雨
者
の
前
後
的
織
起
の
内
的
必
然
関
聯
を
強
調
し
、
。
ソ
ム
パ
ル
ト

的
シ
ェ
ー
マ
の
支
持
す
べ
か
ら
ざ
る
所
以
を
検
討
す
る
。

，
弐
に

「
コ
ン
パ
ェ
ア
」
及
び
「
コ
ン
メ
ン
、
ダ
H

ソ
キ
エ
タ
ス
」
な
る
圏

時
形
態
の
二
つ
の
基
本
的
事
貫
よ
り
出
費
し
、
舎
枇
諸
形
態
の
展

開
を
家
族
共
同
躍
↓
合
名
舎
枇
↓
株
式
合
枇
℃
ふ
直
線
的
た
進
化

過
程
に
園
式
佑
し
た
包
括
的
な
ジ
ル
パ

l

シ
ュ
ミ
ッ
ト
型
理
論
の

構
成
は
ど
う
で
あ
ら
う
か
。
と
れ
に
封
し
て
著
者
は
、
株
式
合
祉

の
費
生
史
買
を
一
腰
卒
直
に
う
け
入
れ
た
も
D
と
は
ず
る
も
、
向

ほ
、
(
一
)
合
名
舎
一
世
・
ソ
キ
エ
タ
ス
は
、
ジ
ル
パ
1
シ
ュ
ミ
ッ
ト

の
解
す
る
如
く
、
断
じ
て
b
T
ば
コ
ン
パ
-
一
ア

(
家
蔵
共
同
程
)
的

な
も
り
で
は
な
い
と
と
、
従
ワ
℃
、
(
二
)
コ
ン
メ
ン
ダ
出
資
者
。

帽
集
に
よ
っ
て
舎
枇
企
業
が
掻
大
し
、
あ
た
か
も
ソ
キ
エ
グ
ス
が

全
然
消
失
し
た
時
、
は
じ
め
て
法
人
と
し
て
の
株
式
合
枇
が
誕
生

す
る
と
解
す
る
と
と
は
明
白
な
-
誤
謬
で
あ
る
と
と
を
指
摘
す
る
。

と
も
あ
れ
、
以
上
ニ
ワ
の
理
論
型
の
検
討
よ
り
、
ゾ
ム
パ
ル
ト
む

い
ふ
如
く
ソ
キ
ヱ
タ
ス
は
そ
れ
自
身
既
に
資
本
家
的
訟
も
む
で
あ
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り
、
従
っ
て
ソ
キ
ヱ
タ
ス
と
コ
ン
メ
ン
グ
は
資
本
結
合
の
二
基
本

形
態
た
る
と
と
、
雨
基
本
形
態
の
絡
み
あ
ひ
の
中
に
ソ
キ
エ
タ
ス

・
合
名
舎
一
世
よ
り
法
人
・
株
式
合
枇
へ
の
都
民
展
的
移
行
が
承
認
さ

れ
・
注
げ
れ
ば
友
ら
ぬ
と
と
を
述
べ
、
と
与
に
著
者
自
ら
の
う
ち
立

つ
べ
き
シ
ェ
ー
マ
が
示
唆
さ
れ
る
。
第
三
章
が
そ
の
展
開
で
あ
る
。

第
三
章
「
前
期
的
資
本
の
集
中
過
程
と
し
て
の
株
式
合
吐
費
生

史
」
は
、
と
の
意
味
に
於
て
本
書
の
理
論
的
主
張
の
一
核
心
で
あ
ら

う
。
先
づ
初
め
に
著
者
は
個
人
資
本
の
結
合
白
仕
方
に
こ
う
の
基

本
的
形
態
が
存
す
る
と
と
を
明
か
に
す
る
。
そ
の
一
一
は
機
能
資
本

家
闇
D
共
同
企
業
的
結
合
た
る
ソ
キ
ヱ
タ
ス
で
あ
り
、
他
は
持
分

資
本
家
に
よ
る
ソ
キ
ヱ
タ
ス
へ
の
無
機
能
的
出
資
開
係
印
ち
コ
ン

メ
ン
ダ
で
る
る
。
と
の
雨
者
の
結
合
建
展
は
宮
然
マ
グ
ナ
・
ソ
キ

ヱ
タ
ス
と
も
い
ふ
べ
き
合
資
舎
祉
形
態
へ
の
接
大
を
賢
し
、
更
に

そ
れ
は
株
式
合
祉
に
直
接
す
る
母
胎
と
も
見
る
べ
き
先
駆
曾
社
形

態
に
移
行
す
る
必
然
性
を
含
ん
で
ゐ
る
。
而
し
て
と
の
先
駆
曾
枇

に
見
る
ソ
キ
ヱ
タ
ス
枇
員
の
私
的
・
人
的
支
配
形
態
が
棄
揚
せ
ら

れ
、
「
全
世
員
。
有
限
責
任
制
」
む
確
立
を
見
る
や
、
と
れ
即
ち
株

式
曾
祉
の
誕
生
に
外
な
ら
な
い
と
考
へ
る
。
か
う
し
た
直
線
的
展

開
の
聯
関
的
把
握
は
、
著
者
の
所
謂
「
結
合
と
支
配
」

D
理
論
に

よ
っ
て
つ
ら
ぬ
か
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
っ
て
、
個
人
企
業
↓
令
名
舎

枇
↓
令
資
舎
枇
↓
株
式
合
枇
友
る
基
本
的
シ
ェ
ー
マ
が
、
動
か
す

べ
か
ら
ダ
」
る
史
賓
と
し
て
明
示
せ
ら
れ
る
。
併
し
と
れ
に
加
ふ
る

に
吾
々
は
叉
、
前
期
的
資
本
の
法
則
性
に
よ
る
株
式
合
世
費
生
の

特
殊
的
制
約
を
把
握
し
た
け
れ
ば
友
ら
ぬ
。
そ
れ
は
第
一
章
に
つ

H
A

く
立
論
で
あ
る
と
共
に
、
産
業
資
本
に
乗
る
近
代
的
株
式
合
枇

と
の
直
別
を
見
定
め
る
操
作
で
も
あ
ら
う
。
か
〈
し
て
、
(
ご
封

建
的
な
組
合
形
態
と
の
経
過
的
な
癒
令
か
ら
生
ヒ
た
と
と
、
(
二
)

民
主
的
た
枇
員
組
合
を
鹸
き
舎
祉
機
闘
が
概
ね
専
制
的
色
彩
を
帯

び
て
ゐ
た
と
と
、
(
三
)
政
府
の
特
許
般
に
よ
る
設
立
多
〈
所
謂
準

則
制
の
採
用
に
は
程
遠
い
も
の
で
あ
っ
た
と
と
等
の
制
約
が
数
へ

ら
れ
る
。
さ
れ
ば
株
式
合
一
世
費
生
史
の
中
心
課
題
は
、
と
与
に
は

っ
き
り
と
、
(
一
)
先
駆
舎
枇
よ
り
株
式
合
駐
へ
の
推
接
、
(
二
)
前

期
的
資
本
の
制
約
よ
り
脱
し
て
近
代
的
株
式
合
駐
へ
の
形
態
的
完

成
を
詮
げ
る
過
程
白
検
討
と
い
ふ
こ
つ
の
焦
黙
に
集
中
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
ぬ
と
と
と
た
る
。

前
編
を
終
る
に
営
り
、
著
者
は
二
つ
の
補
論
を
附
し
て
ゐ
る
。
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そ
の
第
一
章
「
舶
舶
共
有
組
合
の
企
業
的
構
造
」
は
、
さ
き
に
述

べ
た
レ

l
マ
ン
の
船
舶
共
有
組
合
誌
の
誤
謬
を
確
認
せ
ん
た
め
の

ハ
ン
ザ
領
域
に
於
け
る
レ

l
J
ア
ラ
イ
む
特
殊
研
究

も
の
で
あ
り
、

を
援
用
し
て
、
そ
れ
が
和
蘭
の
先
駆
曾
枇
と
何
等
直
接
す
る
闘
駒

D
な
か
っ
た
こ
と
左
詮
明
す
る
。
ま
た
第
二
章
「
ジ
ョ
イ
ン
・
ト
ス

ト
ッ
ク
・
カ
ム
パ
ェ
!
と
株
式
合
吐
」
は
、
こ
の
雨
者
の
禁
生
史

を
「
素
朴
に
も
」
同
一
視
す
る
通
説
の
全
き
誤
謬
を
指
摘
せ
ん
詩

め
む
も
の
で
あ
り
、
少
く
と
も
一
六
六
二
年
の
「
破
産
者
に
闘
す

る
布
告
の
保
例
」
以
前
の
ジ
ョ
イ
ン
ト
ス
ト
ッ
ク
・
カ
ム
パ
-
一
ー

は
類
型
的
に
は
マ
グ
ナ
・
ソ
キ
エ
タ
ス
と
い
ふ
ペ
く
、
そ
れ
が
舎

一
肱
機
関
と
株
式
制
の
萌
芽
を
備
へ
て
、
ま
さ
に
先
腫
曾
枇
形
態
の

域
に
達
し
て
ゐ
た
に
過
ぎ
ぬ
と
と
を
論
詮
ず
る
。
と
の
雨
章
は
前

述
理
論
的
時
結
に
封
す
る
問
題
整
理
の
た
め
の
補
論
で
は
あ
る

が
、
そ
白
内
容
が
貫
謹
的
た
る
の
故
に
、
吾
々
は
後
編
と
関
聯
せ

し
め
て
歴
史
的
興
味
の
一
入
深
き
を
莞
え
る
わ
け
で
あ
る
。

ーー

]25 

す
ぐ
れ
て
理
論
的
な
る
前
編
に
劃
し
、
そ
の
具
睦
的
展
開
で
あ

書

評

り
、
旦
ク
は
そ
の
史
一
貫
的
前
提
の
役
を
果
す
べ
き
後
編
は
、
先
づ

「
株
式
合
祉
費
生
白
貴
瞳
的
基
礎
」
(
第
一
章
)
の
叙
述
よ
り
始
め

ら
れ
る
。
株
式
舎
枇
費
生
白
母
胎
た
る
マ
グ
ナ
・
ソ
キ
エ
タ
ス
、

殊
に
そ
の
高
度
た
類
型
で
あ
る
先
髄
曾
枇
形
麗
む
代
表
的
責
例
と

し
℃
拳
げ
ら
れ
た
、
(
一
)
十
六
世
紀
初
期
に
沿
げ
る
甫
濁
逸
商
人

の
東
印
度
合
祉
、
(
二
)
ボ
1
デ
ン
湖
畔
の
大
一
フ

l
フ
ェ
ン
ス
ブ
ル

ク
合
壮
、
(
三
)
テ
ュ
1
w
リ
ン
グ
ン
の
ロ
イ
テ
ン
ベ
ル
ク
舎
枇
等
の

成
立
・
内
容
・
企
業
形
態
等
に
闘
す
る
貫
詮
的
叙
越
は
、
五
日
々
を

し
て
中
世
末
期
以
降
西
南
濁
逸
の
諸
地
方
に
賓
め
く
旺
盛
な
企
業

家
的
精
神
を
妨
梯
せ
し
め
る
と
共
に
、
ま
た
理
論
的
乃
至
は
内
容

的
に
は
第
二
章
、
特
に
第
三
・
第
四
岡
章
に
封
ず
る
柏
崎
備
的
所
論

た
る
所
以
を
首
肯
せ
し
め
る
で
あ
ら
う
。
か
与
る
先
騒
合
祉
形
態

は
複
雑
な
る
諸
事
情
を
伴
つ
で
や
が
て
株
式
合
枇
形
態
に
移
行
す

る
。
後
世
と
の
閥
聯
に
於
て
、
そ
の
最
も
重
繭
ず
べ
き
は
、
和
蘭

(
第
三
章
)
及
、
び
英
吉
利
(
第
四
章
)
の
雨
困
に
表
れ
る
史
買
で

る
る
が
、
著
者
は
そ
れ
ら
の
詳
細
な
検
討
に
入
る
前
に
、
か
L

る

移
行
の
偶
護
的
な
る
額
著
な
一
例
と
し
て
、
か
の
有
名
友
伊
太
利

サ
ン
・
ヂ
ョ
ル
ヂ
オ
銀
行
D
企
業
形
態
を
分
析
す
る
。
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第
二
章
「
ヂ
ェ
ノ
ヴ
ァ
の
コ
ン
ペ
ラ
、
特
に
サ
ン
・
ヂ
ョ
ル
ヂ

オ
の
企
業
形
態
」
が
そ
れ
で
る
る
。
先
づ
十
四
五
世
紀
ヂ
ェ
ノ
ヴ

ァ
む
枇
曾
経
掛
史
的
背
景
D
描
需
と
共
に
コ
ン
ペ
ラ
制
度
費
生
の

経
過
が
顧
ら
れ
、
次
い
で
か
与
る
コ
ン
ペ
ラ
の
整
理
・
合
併
の
結

果
と
し
て
登
場
し
た
サ
ン
・
ヂ
ョ
ル
ヂ
オ
の
全
貌
が
示
さ
れ
る
。

曲
学
説
史
的
に
は
嘗
て
の
レ
!
?
ン
詮
に
反
し
て
そ
の
株
式
曾
祉
性

を
否
定
し
た
ジ

1
フ
ェ
キ
ン
グ
に
針
し
、
著
者
濁
自
の
立
場
か
ら

再
び
反
駁
が
企
て
ら
れ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
サ
ン
・
ヂ
ョ
ル
ヂ

オ
は
決
し
て
無
機
能
な
持
分
資
本
家
の
み
の
圏
醒
で
は
な
く
、
寧

ろ
岡
債
所
有
者
圏
鰭
を
基
礎
と
し
て
之
と
絡
み
あ
ひ
乍
ら
、
一
種

。
前
期
的
貨
幣
取
引
を
営
む
企
業
形
態
を
構
成
し
、
そ
の
支
配
者

的
な
る
機
能
資
本
家
圏
は
舎
駐
機
闘
の
姿
を
と
り
、
株
式
制
の
萌

芽
、
更
に
「
全
社
員
の
有
限
責
任
制
」
を
具
へ
た
株
式
合
祉
で
あ

ワ
た
。
し
か
も
そ
れ
が
和
蘭
・
英
吉
利
に
見
る
如
く
大
成
し
'
な
か

一
に
ヂ
ェ
ノ
ヴ
ァ
共
和
閣
に
於
け
る
客
親
的
俊
件

っ
た
わ
け
は
、

の
不
備
に
依
存
す
る
と
考
へ
る
。
失
に
サ
ン
・
ヂ
ョ
ル
ヂ
オ
と
一

六
O
二
年
設
立
の
和
蘭
東
印
度
合
祉
と
の
費
生
史
的
関
聯
D
有
無

に
ヲ
い
て
は
、
大
瞳
に
於
て
レ

l
マ
ン
識
の
方
向
を
正
賞
と
な

し
、
和
蘭
に
見
る
自
生
的
建
展
過
程
の
故
に
、
と
の
雨
者
聞
に
於

け
る
法
制
的
客
観
的
な
る
俸
来
の
存
在
を
否
定
す
る
。
本
章
補
論

に
附
せ
ら
れ
た
「
偶
務
的
な
株
式
曾
吐
へ
の
推
轄
の
他
の
諸
例
」

は
、
南
濁
逸
及
び
葡
萄
牙
に
表
れ
た
貰
例
で
あ
る
が
、
上
記
の
所

説
と
共
に
か
L

る
過
渡
的
形
態
の
把
揖
に
闘
す
る
貴
重
注
参
考
と

喝
な
ら
う
。

第
三
章
「
和
蘭
に
於
け
る
株
式
曾
吐
の
費
生
と
そ
の
限
界
」
及

び
第
四
章
「
英
士
口
利
に
於
け
る
株
式
合
枇
形
態
の
展
開
」
は
、
株

式
合
枇
建
生
史
研
究
の
焦
鮪
で
あ
り
、
著
者
が
そ
の
史
貰
的
叙
述

に
最
も
重
鮪
を
置
い
た
部
門
に
属
す
る
。
従
っ
て
吾
々
も
亦
、
そ

の
歴
史
的
な
る
分
析
解
明
白
故
に
、
最
も
深
き
興
味
左
提
え
る
も

の
で
あ
る
。
先
づ
第
三
章
は
十
六
世
紀
末
葉
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
、

ゼ

1
ラ
ン
ト
、
戸
ッ
テ
ル
グ
ム
等
和
蘭
各
地
に
鰻
生
し
た
諸
先
駆

舎
祉
の
企
業
分
析
か
ら
始
ま
り
、
一
六

O
二
年
三
月
と
れ
ら
諸
舎

祉
の
包
括
的
合
併
に
よ
れ
J

て
達
成
せ
ら
れ
た
和
蘭
東
印
度
曾
粧
の

設
立
が
時
越
せ
ら
れ
、
以
下
主
と
し
て
と
の
曾
祉
の
特
質
、
構
遣

に
闘
す
る
詳
論
が
つ
い
A

く
。
東
印
度
貿
易
の
濁
占
的
企
業
と
し

て
、
持
叉
株
式
曾
祉
む
起
源
と
し
て
登
場
レ
た
和
関
東
印
度
合
枇
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は
、
そ
の
設
立
の
首
初
よ
り
著
し
く
公
的
性
格
を
附
興
さ
れ
た
特

許
舎
枇
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
金
一
位
員
の
有
限
責
任
制
、
舎
祉
機
闘

の
整
備
、
株
式
制
。
稜
展
、
首
座
性
の
消
滅
等
と
い
ふ
諸
依
件
が

具
っ
て
も
、
向
ほ
そ
の
基
礎
が
い
は
ど
前
期
的
資
本
の
制
約
か
ら

脱
し
得
な
か
っ
た
が
故
に
ベ
株
式
合
駐
の
商
業
資
本
的
費
容
」
た

る
形
態
を
飴
儀
な
く
せ
ら
れ
、
枇
員
綿
舎
の
快
如
、
取
締
役
圏
の

専
制
的
支
配
て
ふ
未
完
成
な
る
「
専
制
型
」
の
展
開
を
示
し
た
。

と
れ
に
劃
す
る
出
資
者
群
の
反
抗
は
、
'
複
雑
な
枇
曾
的
・
宗
教
的

諸
事
情
左
伴
っ
て
、
一
六
一
一
一
一
年
乃
至
二
三
年
む
費
革
と
な
う
た

が
、
そ
の
結
果
は
却
っ
て
取
締
役
圏
の
専
制
を
強
化
せ
し
め
る
皮

肉
た
現
象
を
費
し
た
。
同
様
に
か
の
ユ
セ
レ
ン
グ
ス
に
よ
る
民
主

的
「
西
印
度
合
枇
」
の
企
闘
も
、
客
説
的
批
勢
に
は
抗
し
難
く
、

車
怒
る
「
戦
争
舎
一
批
」
に
終
結
し
た
。
著
者
が
綿
稿
し
て
和
蘭
型

乃
至
は
専
制
型
株
式
舎
一
位
と
呼
ぶ
所
以
で
あ
る
。
と
れ
に
封
比
し

て
、
永
く
和
蘭
の
影
響
下
に
あ
り
乍
ら
、
自
ら
の
政
治
的
事
情
に

乗
じ
、
い
ち
早
く
「
民
主
型
」
の
近
代
的
形
態
を
完
成
し
た
の
は

英
吉
利
で
る
っ
た
。

第
四
章
の
細
密
な
銭
越
は
と
れ
に
あ
て
ら
れ
る
。
併
し
こ
の
前

書

評

出
T

は
、
特
に
前
編
楠
論
第
二
章
と
の
関
聯
に
於
て
詰
ま
る
べ
き
で

あ
ら
う
。
と
L

で
は
先
づ
一
六

O
O年
の
暮
ヱ
リ
ザ
ベ
ス
女
王
に

よ
る
設
立
よ
り
、

一
六
五
七
年
か
の
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
の
改
組
に
至

る
ま
で
の
倫
敦
束
印
度
合
祉
の
構
造
・
費
展
が
論
述
せ
ら
れ
る
。

撞
頭
す
る
複
雑
な
列
闘
の
情
勢
、
就
中
和
蘭
に
封
抗
す
る
必
要
と

自
ら
に
内
在
す
る
要
求
か
ら
、
二
ハ
一
三
年
所
謂
「
合
本
企
業
制
」

を
採
用
し
た
が
、
そ
れ
と
て
も
未
だ
株
式
合
祉
と
見
る
べ
き
で
は

な
く
、
せ
い
ぜ
い
先
駈
曾
吐
形
態
の
完
成
で
あ
り
、
永
績
的
合
吐

へ
の
過
渡
的
段
憎
に
過
ぎ
た
か
っ
た
。
併
し
唯
一
っ
と
与
に
注
目

す
べ
き
現
象
は
、
一
六
四

0
年
代
以
降
に
現
れ
た
出
資
者
組
合
の

支
配
力
増
大
、
重
役
圏
の
専
制
鹿
除
、
民
主
的
企
業
構
成
へ
の
移

行
と
い
ふ
傾
向
で
あ
る
。
而
し
て
と
の
傾
向
の
完
成
と
そ
、
ク
ロ

ム
ウ
ェ
ル
の
改
組
で
あ
り
、
そ
れ
は
同
時
に
近
代
的
民
主
塑
株
式

舎
枇
り
誕
生
に
外
な
ら
な
い
。
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
革
命
の
影
響
、
王

政
復
古
治
下
に
見
る
民
主
制
確
立
へ
の
動
向
は
、
東
印
度
合
一
肢
の

内
部
構
成
に
も
重
大
ゑ
轄
換
左
招
来
せ
し
め
た
。
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル

に
よ
る
民
主
的
組
合
む
達
成
、
一
六
六
二
年
チ
ャ

1
ル
ス
二
世
に

よ
る
「
全
世
員
D
有
限
責
任
制
」
の
許
容
が
紀
念
す
べ
き
そ
の
表
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現
で
あ
り
、
と
L
に
英
吉
利
来
印
度
曾
祉
の
名
は
、
名
に
貰
と
も

「
近
代
的
馬
主
型
」
株
式
合
枇
D
起
源
と
し
℃
世
界
史
的
意
義
を

獲
得
し
た
わ
け
で
あ
る
。
其
後
約
二
世
紀
、
産
業
革
命
の
洗
瞳
を

受
け
℃
昂
ま
り
ゆ
く
英
吉
利
産
業
資
本
の
集
中
は
、
自
ら
の
企
業

形
態
と
し
℃
一
般
的
に
か
う
し
た
昆
主
的
株
式
舎
祉
を
採
用
し

た
。
一
七

O
九
年
の
改
組
と
所
謂
「
南
洋
D
抱
沫
」
て
ふ
二
大
事
件

を
経
て
、
漸
弐
時
代
の
波
に
乗
り
得
た
株
式
合
祉
が
、
従
来
の
特

許
主
義
友
慶
棄
し
て
自
由
な
準
則
主
義
に
う
つ
り
行
ヲ
た
の
は
漸

く
一
八
五
五
年
の
と
と
で
あ
っ
た
。
想
ヘ
ぽ
和
蘭
東
印
度
合
吐
が

特
に
後
世
と
の
関
聯
に
於
℃
「
株
式
曾
位
。
起
源
」
で
あ
る
な
ら
・

ぽ
、
英
士
口
利
。
そ
れ
は
ま
さ
に
「
近
代
的
株
式
含
祉
の
起
源
」
で

あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
著
者
は
か
う
し
た
様
相
D
差
別
を
雨
闘
に

於
け
る
初
期
資
本
主
義
的
展
開
。
相
遣
に
求
め
、
そ
D
停
滞
性
よ

り
来
る
限
界
と
前
進
性
よ
り
来
る
近
代
的
費
展
。
必
然
を
明
か
に

し
た
。
と
白
鞘
ま
た
五
日
々
を
示
唆
す
る
と
と
る
大
で
あ
ら
う
。

回

以
上
五
口
々
は
極
め
て
粗
雑
で
は
あ
る
が
、
本
書
の
叙
述
を
追
っ

て
そ
の
概
要
を
紹
介
し
た
。
個
々
細
部
の
批
判
に
至
つ
て
は
到
底

筆
者
の
企
て
及
ぶ
と
こ
ろ
で
は
な
い
。
た
ど
議
後
の
一
般
的
な
所

感
白
一
端
を
述
ぺ
℃
と
の
紹
介
を
絡
り
た
い
。

そ
り
一
つ
は
本
書
が
所
謂
「
史
論
」
で
あ
り
、
向
車
な
る
歴
史
的

研
究
で
な
い
た
め
、
そ
り
全
貌
が
極
め
て
透
徹
せ
る
理
論
に
よ
っ

て
組
立
て
ら
れ
て
ゐ
る
と
い
ふ
鮪
で
あ
る
。
吾
々
は
著
者
。
出
費

鮪
が
、
資
本
集
中
形
態
D
展
開
と
、
そ
の
中
に
現
れ
る
前
期
的
資

本
の
法
則
性
に
あ
っ
た
と
い
ふ
と
と
に
る
く
ま
で
も
注
意
せ
ね
ば

な
ら
ぬ
で
あ
ら
う
。
締
じ
て
自
ら
の
歌
み
難
き
要
求
よ
り
人
の
世

。
営
み
佐
観
ん
と
欲
し
、
そ
む
一
方
法
と
し
て
歴
史
探
求
の
叢
に

わ
け
入
る
時
、
換
言
せ
ぽ
本
来
D
歴
史
的
態
度
よ
り
臨
む
時
、
吾

々
は
自
国
民
を
初
め
諸
島
挨
が
経
来
っ
た
政
治
・
法
制
・
経
持
・

塞
術
等
文
化
一
般
D
飴
り
に
も
多
彩
な
推
移
に
心
惹
か
れ
、
そ
ぬ

問
題
史
的
出
費
鮪
を
鷲
見
確
保
す
る
に
多
大
の
苦
し
み
を
味
ふ
も

の
で
る
る
。
況
ん
や
そ
の
法
則
性
や
シ
ェ
ー
マ
の
把
握
構
成
。
如

き
に
至
つ
て
は
、
容
易
に
企
て
得
ぺ
ぐ
も
な
い
。
批
判
と
創
造
、

科
皐
と
塞
術
℃
ふ
い
ひ
ふ
る
さ
れ
た
野
立
に
自
ら
む
不
徹
底
玄
貰

感
ず
る
五
口
々
は
、
著
者
の
史
観
如
何
は
兎
に
角
、
本
書
に
於
て
と
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の
問
題
に
闘
す
る
或
る
明
快
な
示
唆
の
一
つ
が
輿
へ
ら
れ
た
如
く

感
ぜ
ら
れ
る
。
文
化
現
象
の
多
面
性
、
文
化
韓
首
者
の
個
性
、
そ

う
し
た
割
切
れ
ぬ
諸
現
象
を
一
躍
打
切
り
、
而
も
必
要
。
限
り
に

於
て
濁
・
伊
・
弱
・
英
等
の
政
治
経
揖
的
諸
事
情
を
考
慮
し
乍
ら
、

大
謄
に
と
の
大
き
な
テ

l
マ
に
直
面
し
、
卓
越
し
た
理
論
と
歴
史

の
綜
合
を
企
て
ら
れ
た
著
者
の
す
ぐ
れ
た
力
量
と
テ

1
7
に
劃
す

る
不
動
の
熱
意
に
封
し
、
高
腔
の
敬
意
を
表
ず
べ
き
で
る
ら
う
。

そ
の
二
は
、
今
ま
で
に
翌
表
さ
れ
た
と
の
問
題
に
闘
す
る
代
表

的
立
文
献
が
殆
ん
ど
網
羅
的
に
臆
用
せ
ら
れ
、
而
も
適
切
明
確
に

そ
の
畏
髄
が
把
握
さ
れ
て
ゐ
る
と
と
で
あ
る
。
蓋
し
、
第
一
史
料

と
い
ふ
よ
り
も
、
寧
ろ
現
今
ま
で
の
仰
究
成
間
取
を
縦
横
に
利
用
し

消
化
し
つ
く
し
た
最
高
の
労
作
た
る
を
疑
は
な
い
。
西
欧
の
史
料

乃
至
は
文
献
に
よ
う
て
、
か
う
し
た
研
究
に
た
ど
た
ど
し
き
歩
を

進
め
ゆ
く
五
口
々
一
後
間
半
に
封
し
、
著
者
が
興
へ
ら
れ
た
敬
一
不
に
感
謝

し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
皐
凶
作
が
得
た
稀
れ
な
る
共
同
財
と
し
て
、

、12'.9

ま
た
著
者
の
隼
き
皐
的
精
進
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
と
し
て
大
き
な
よ

ろ
と
び
左
魔
え
る
と
共
に
、
株
式
合
枇
の
歴
史
及
び
理
論
、
否
弘

ぐ
経
梼
史
'
経
営
経
一
梼
且
干
に
興
味
左
持
つ
ほ
ど
の
人
の
、
必
讃
の

-・誉

評

交
で
あ
る
と
と
を
信
や
る
も
の
で
あ
る
。

昭
和
一
三
・
六
・
二
五
)

2]1 




